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議 決 の 結 果
議　　案

平成27年度補正予算

報告事項

（  ）内数字は補正後の額
一般会計	 …原案可決（全員賛成）
20億7,852万円増額（674億5,220万2,000円）
　・スポーツ振興・教育環境改善基金の積み立て
　・お城通り地区再開発事業費の増額　ほか
小田原城天守閣事業特別会計	 …原案可決（全員賛成）
910万1,000円増額（7億5,687万3,000円）
　・本丸広場環境整備事業費の計上
　・天守閣周辺道標板製作設置等委託料の計上
介護保険事業特別会計	 …原案可決（全員賛成）
3,187万円増額（145億2,187万円）
　・介護予防・日常生活支援総合事業費の計上　ほか
宿泊等施設事業特別会計	 …原案可決（全員賛成）
3,325万7,000円増額（2億7,325万7,000円）
　・特別会計廃止に伴う一般会計繰出金の増額　ほか
一般会計（追加）	 …原案可決（全員賛成）
1億6,052万4,000円増額（676億1,272万6,000円）
　・ふるさと寄附金ＰＲ事業費の増額

（ 新 た に 制 定 し た 条 例 ）
スポーツ振興・教育環境改善基金条例
	 …原案可決（全員賛成）
　スポーツ振興・教育環境改善基金の設置、管理およ
び処分に関し必要な事項を定めるため制定しました。
介護予防・日常生活支援総合事業の実施に関する条例
	 …原案可決（全員賛成）
　介護保険法の規定に基づく介護予防・日常生活支援
総合事業の実施に関し必要な事項を定めるため制定し
ました。
下水道事業の設置等に関する条例
	 …原案可決（全員賛成）
　下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用し、
当該事業を公営企業会計に移行することに伴い、その
設置等に関し必要な事項を定めるため制定しました。

（ 一 部 を 改 正 し た 条 例 ）
非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例
	 …原案可決（全員賛成）
　被用者年金制度の一元化等に係る地方公務員災害補
償法施行令の一部改正等に伴う所要の整備を行うため
改正しました。
特別会計条例	 …原案可決（全員賛成）
　本市が所有する宿泊等施設のうち主要な部分に係る
売買契約が履行されることに伴い、宿泊等施設事業特
別会計を廃止し、および下水道事業に地方公営企業法
の財務規定等を適用し、当該事業を公営企業会計に移

行することに伴い、下水道事業特別会計を廃止するた
め改正しました。
市税条例	 …原案可決（全員賛成）
　地方税法が一部改正され、一定の軽自動車に対する軽
自動車税の税率の特例措置が講じられたほか、固定資産
税の減額措置について国が一律に定めていた内容を条例
で定めることとされたことに伴う所要の措置を講ずる等のた
め改正しました。
国民健康保険条例及び介護保険条例
	 …原案可決（全員賛成）
　地方税法が一部改正され、地方税における徴収猶予制
度等が見直されることに伴い、本市の国民健康保険及び介
護保険の保険料の徴収猶予に係る手続について所要の措
置を講ずるため改正しました。

（ 廃 止 を し た 条 例 ）
宿泊等施設整備基金条例	 …原案可決（全員賛成）
　本市が所有する宿泊等施設のうち主要な部分に係る売
買契約が履行され、宿泊等施設整備基金を当該施設の整
備に要する経費に充てる必要性が失われることに伴い、当
該基金を廃止するため廃止しました。

財産の無償譲渡について（美術品）
	 …原案可決（全員賛成）
　次のとおり財産を無償譲渡しました。
１　譲渡する財産
　⑴種類　　物品
　⑵内容及び数量　　美術品　１３点
　⑶所在　小田原市根府川５８３番地１
　　　　　ヒルトン小田原リゾート＆スパ　敷地内
２　譲渡の相手方　　小田原市根府川５８３番地１
　　　小田原ヒルトン株式会社
　　　代表取締役　ソーパー ティモシー エドワード
３　譲渡の時期　　小田原市宿泊等施設の主要な部分
　　　に係る売買契約における所有権移転の日
指定管理者の指定について	 …原案可決（全員賛成）
　小田原フラワーガーデンの指定管理者に小田原フラワー
ガーデンパートナーズを指定しました。
工事請負契約の締結について	 …原案可決（全員賛成）
　平成27年10月８日に制限付一般競争入札に付した小田
原市生涯学習センター本館耐震改修工事について、請負
契約を締結しました。
土地の取得について	 …原案可決（全員賛成）
　史跡小田原城跡小峯御鐘ノ台大堀切西堀用地を取得し
ました。

次のとおり報告を受けました。
・専決処分の報告（事故賠償）　　１件

そ の 他条　　例
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議 決 の 結 果

平成27年12月定例会　賛否一覧
会　派　名 議

　
決
　
結
　
果

公明党 新生クラブ 志民の会 日本共産党 誠　　風 政　　和 光政会
無
会
派

議　員　名

楊
　
隆
子

小
松
久
信

奥
山
孝
二
郎

今
村
洋
一

安
藤
孝
雄

俵

 

鋼
太
郎

井
原
義
雄

鈴
木
敦
子

安
野
裕
子

細
田
常
夫

田
中
利
恵
子

吉
田
福
治

関
野
隆
司

浅
野
彰
太

鈴
木
和
宏

神
戸
秀
典

大
川
　
裕

篠
原
　
弘

加
藤
仁
司

神
永
四
郎

井
上
昌
彦

武
松
　
忠

川
崎
雅
一

大
村
　
学

鈴
木
紀
雄

木
村
正
彦

鈴
木
美
伸

佐
々
木
ナ
オ
ミ

陳情第19号　小田原市斎場事務広域化協
議会を法定協議会にすることを求める陳
情

不
採
択

× × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × ○ × ×

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

× × × × × ○

陳情第20号　「介護従事者の勤務環境改
善及び処遇改善の実現」を求める陳情書

不
採
択

× × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × × × × × × × × × × × × × ○

陳情第21号　安全・安心の医療・介護の
実現と夜勤改善・大幅増員について国へ
の意見書提出を求める陳情書

不
採
択

× × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × × × × × × × × × × × × × ○

陳情第22号　神奈川県に私学助成の拡充
を求める意見書の提出を求める陳情

不
採
択

× × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × × × × × × × × × × × × × ○

陳情第23号　国に私学助成の拡充を求め
る意見書の提出を求める陳情

不
採
択

× × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × × × × × × × × × × × × × ○

陳情第24号　政務活動費出納帳簿のホー
ムページ公開に関する陳情

不
採
択

× × × × × × × ○ ○ × ○ ○ 欠 × × × × × × × × × × × × × ×

○:賛成　　×:反対　　欠:欠席

●賛否の分かれた議案のみ掲載しています。 
●全議案については、2ページ、3ページおよびホームページでご覧になれます。

人権擁護委員の推薦について	 …原案同意（全員賛成）
　次の方々の推薦に同意しました。
　三川真由美さん（東町）、岩本貫治さん（蓮正寺）、
　秦野啓二さん（栢山）、栗原　博さん（中里）、
　山崎裕子さん（南鴨宮）

活火山防災対策の強化を求める意見書
	 …原案可決（全員賛成）

小田原市議会委員会条例の一部を改正する条例
	 …原案可決（全員賛成）

陳 情 の 採 決 結 果

人　　事 意見書案

議員提出議案

結　果 件　　　　　　　　　　　名

不採択 小田原市斎場事務広域化協議会を法定協議会にすることを求める陳情

不採択 「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情書

不採択 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員について国への意見書提出を求める陳情書

不採択 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

不採択 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

不採択 政務活動費出納帳簿のホームページ公開に関する陳情

採　択 平成 28 年度における障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支援についての陳情

採　択 平成 28 年度における重度障害者医療費助成制度継続についての陳情書
※　この他に、２件の陳情が継続審査となっています。（2015.12.16現在）
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○
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業

　

会
計
移
行
に
よ
る
影
響
は

下
水
道
事
業
を
特
別
会
計
か

ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
理
由
は
何
か
。

　

ま
た
、
移
行
に
よ
る
下
水
道
使

用
者
・
市
民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

下
水
道
事
業
は
、
今
後
人
口

減
少
等
に
伴
う
使
用
料
収
入

の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
対
策
に

要
す
る
費
用
の
増
大
が
予
想
さ
れ

る
。

　

今
後
も
持
続
的
か
つ
安
定
的
に

事
業
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
、
経
営

状
況
や
資
産
の
状
況
を
正
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
下
水
道
使
用
者
・
市
民

へ
の
直
接
的
な
影
響
は
な
い
が
、

経
営
成
績
や
財
政
状
況
を
広
く
明

確
に
示
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

○
公
共
工
事
に
お
い
て
は

　

市
内
業
者
を
優
先
す
べ
き

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
本
館
耐

震
改
修
工
事
は
、
制
限
付
一

般
競
争
入
札
で
行
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
制
限
は
工
事
の
案
件
に
よ

っ
て
異
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
地
域
業
者
の
育
成
に
は
、

さ
ら
な
る
配
慮
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

本
市
に
お
い
て
は
個
々
の
案

件
に
入
札
の
参
加
資
格
要
件

等
を
設
定
す
る
に
あ
た
り
、
原
則

と
し
て
本
店
の
所
在
地
が
市
内
で

あ
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
な
工

事
な
ど
の
特
殊
な
案
件
に
つ
い
て

は
、
確
実
か
つ
円
滑
な
施
工
を
期

す
た
め
、
参
加
資
格
要
件
の
幅
を

広
げ
て
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

○
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ

　

美
術
品
の
無
償
譲
渡
の
理
由
は

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト

＆
ス
パ
の
売
却
に
伴
い
施
設

内
の
美
術
品
を
無
償
譲
渡
す
る
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト

＆
ス
パ
の
施
設
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
美
術
品
の
う
ち
、
無
償

譲
渡
の
対
象
と
な
る
美
術
品
に
つ

い
て
は
、
旧
ス
パ
ウ
ザ
小
田
原
の

建
設
時
に
建
物
と
一
体
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
撤
去
す
る

た
め
の
費
用
は
、
美
術
品
の
鑑
定

評
価
額
を
上
回
る
こ
と
か
ら
無
償

譲
渡
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
付
託
議
案
】

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
事

項
）
②
宿
泊
等
施
設
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
③
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

教
育
環
境
改
善
基
金
条
例
④
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
⑤
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
所
管
事
項
）
⑥

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
⑦
宿
泊
等
施
設
整
備
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
⑧
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
（
美
術
品
）

審
査
結
果
…
全
員
賛
成

【
主
な
質
疑
】

○
健
康
関
連
事
業
を
取
り
入
れ
た

　

基
金
運
用
を
す
べ
き

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
教
育
環
境

改
善
基
金
に
ヒ
ル
ト
ン
小
田

原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
の
売
払
金
を

充
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

旧
ス
パ
ウ
ザ
小
田
原
の
健
康
増
進

と
い
う
建
設
目
的
は
、
現
在
も
継

承
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
健
康
関
連
事
業
も

取
り
入
れ
、
基
金
運
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

健
康
関
連
事
業
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
た
が
、
今
回
の
基

金
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
教
育
環

境
改
善
に
し
ぼ
り
、
短
期
間
で
集

中
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の

　

基
金
の
創
設
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
教
育
環
境

改
善
基
金
と
は
別
に
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
を
創
設
し
、
今
後

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
向
上
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
。

今
回
の
基
金
は
、
ヒ
ル
ト
ン

小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
の

売
払
金
な
ど
を
原
資
と
し
て
、
平

議案関連質疑

（質疑順に掲載）

鈴　木　美　伸
一般会計補正予算（ウォーキングタウン経費）
スポーツ振興・教育環境改善基金条例
下水道事業の設置等に関する条例

大　川　　　裕
工事請負契約の締結について

（小田原市生涯学習センター本館耐震改
修工事）

小　松　久　信
市税条例の一部を改正する条例
財産の無償譲渡について（美術品）

　提出された議案について、議員
が本会議で内容等の疑問点を問
いただすことを「議案関連質疑」
といいます。１２月定例会では、３
人の議員から議案関連質疑があ
りました。
　その一部をご紹介します。

■質疑議員・質疑議案一覧■

　常任委員会では、本会議で付託
された議案について、執行部の説
明を受けながら、詳細な審査を行
います。その審査結果と質疑の一
部をご紹介します。

常 任 委 員 会
審 査 結 果

12/2

総　
　

務

▲　売却されたヒルトン小田原リゾート＆スパ
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成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
時
限
的

な
取
崩
し
型
基
金
と
し
、
短
期
間

で
集
中
的
に
事
業
を
実
施
す
る
た

め
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
係
る

基
金
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
こ

の
基
金
の
成
果
等
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
付
託
議
案
】

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
事

項
）
②
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
③
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
関
す

る
条
例
④
国
民
健
康
保
険
条
例
及

び
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
⑤
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
（
小
田
原
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
本
館
耐
震
改
修
工

事
）
⑥
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

（
史
跡
小
田
原
城
跡
小
峯
御
鐘
ノ

台
大
堀
切
西
堀
用
地
）

審
査
結
果
…
全
員
賛
成

【
主
な
質
疑
】

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
本
館
の

　

耐
震
改
修
工
事
の
内
容
は

耐
震
改
修
工
事
は
構
造
物
の

側
面
や
壁
を
補
強
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
た
め
揺
れ
に
は

強
い
で
あ
ろ
う
が
、
天
井
や
床
の

耐
震
工
事
は
実
施
し
な
い
の
か
。

今
回
の
工
事
は
建
物
そ
の
も

の
い
わ
ゆ
る
構
造
物
の
補
強

を
す
る
工
事
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ル
の
つ
り
天
井
に

つ
い
て
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
受
け
て
国
の
基
準
が
強

化
さ
れ
た
た
め
改
修
を
行
う
が
、

廊
下
や
会
議
室
の
天
井
や
床
の
耐

震
補
強
工
事
は
実
施
し
な
い
。

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
へ

　

の
補
助
金
・
事
業
者
選
定
方
法
は

補
助
対
象
者
と
し
て
選
定
さ

れ
た
社
会
福
祉
法
人
小
田
原

福
祉
会
は
、
か
な
り
多
く
の
施
設

な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。
経
営
上

何
か
の
と
き
に
は
多
く
の
方
が
影

響
を
受
け
る
と
考
え
る
が
、
事
業

者
選
定
の
際
に
、
経
営
状
況
の
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
は
実
施
し
た
の
か
。

事
業
者
選
定
に
関
し
て
は
、

応
募
時
に
過
去
３
年
間
の
決

算
報
告
書
な
ど
の
提
出
を
求
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
選
定
に
当
た
る
委
員
会

に
は
、
公
認
会
計
士
が
入
っ
て
お

り
、
応
募
事
業
者
の
財
務
状
況
に

対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た

上
で
選
定
し
て
い
る
。

【
付
託
議
案
】

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
事

項
）
②
小
田
原
城
天
守
閣
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
③
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
④
特
別

会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
所
管
事
項
）
⑤
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
小
田
原
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
）

審
査
結
果
…
全
員
賛
成

【
主
な
質
疑
】

○
耕
作
放
棄
地
は
解
消
さ
れ
る
の
か

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
費
補

助
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

ど
の
く
ら
い
の
規
模
の
耕
作
放
棄

地
が
ど
の
よ
う
に
解
消
さ
れ
て
い

く
の
か
。

補
助
金
20
万
円
を
活
用
す
る

こ
と
で
２
カ
所
の
耕
作
放
棄

地
が
解
消
さ
れ
る
。

　

１
カ
所
目
は
、
沼
代
地
区
の
約

１
９
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
放
棄

地
で
、
今
後
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

作
付
け
を
予
定
し
て
い
る
。

　

２
カ
所
目
は
、
米
神
地
区
の
約

３
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
放
棄

地
で
、
こ
ち
ら
は
オ
リ
ー
ブ
の
作

付
け
を
予
定
し
て
い
る
。

○
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業

　

緑
化
歩
道
の
今
後
の
見
通
し
は

お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業

に
お
け
る
緑
化
歩
道
用
地
購

入
・
建
物
補
償
等
に
つ
い
て
、
地

権
者
と
の
交
渉
が
継
続
中
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

地
権
者
に
は
、
再
開
発
準
備

組
合
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
緑
化
歩
道
整
備
に
賛
同
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
建
物
補
償

調
査
の
結
果
を
示
し
な
が
ら
、
地

権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
調
整
し

て
い
く
。

12/3

厚
生
文
教

12/4

建
設
経
済

▲　お城通りの緑化歩道整備予定箇所

●●請願・陳情の提出について●●
　請願や陳情は、市政について意見や要望がある場合に、市議会に提出することができます。
　２月15日㈪までに提出されると、３月定例会の会期中に、その内容に関係する常任委員会等で審査されます。
詳細は、市議会事務局（電話 ３３－１７６１）までお問い合わせください。

●●議会を傍聴してみませんか●●
　議会では、生活に直結した重要な問題が審議されており、どなたでも傍聴できます。本会議の傍聴は、市役
所４階の議会傍聴受付にて、委員会の傍聴は市役所３階の議会事務局にて、それぞれ受付します。
　傍聴に際しては、規則を守りご静聴ください。
　★12月定例会の傍聴者延べ人数（本会議167人、常任委員会20人）
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市
立
病
院
の
障
が
い
者
用

駐
車
場
に
屋
根
の
設
置
を

楊　
　

隆
子　

市
立
病
院
は
、
紹
介
状
や
予

約
診
療
で
受
診
す
る
た
め
、

大
雨
で
あ
っ
て
も
日
を
改
め
る
こ

と
が
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
、

交
通
事
故
等
で
お
身
体
の
不
自
由

な
方
、
そ
し
て
、
そ
の
ご
家
族
が

雨
の
日
で
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、

障
が
い
者
用
駐
車
場
に
屋
根
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
車
か
ら
降

り
、
診
察
、
精
算
が
終
わ
り
、
再

び
乗
車
す
る
ま
で
雨
に
ぬ
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
立
病
院
に
は
２
７
２
台
分

の
駐
車
場
が
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
10
台
分
に
つ
い
て
は
、
車
い

す
で
の
乗
り
降
り
に
配
慮
し
て
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
と
っ
た
障
が
い
者

用
駐
車
場
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
屋
根
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
雨
天
時
に
は

ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ

り
、
心
苦
し
く
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
方

な
ど
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

障
が
い
者
用
駐
車
場
へ
の
屋
根
の

設
置
を
考
え
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
に

か
か
る
本
市
の
方
向
性
は

大
川　
　

裕　

障
が
い
の
あ
る
方
が
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

就
労
に
よ
っ
て
経
済
的
な
基
盤
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

障
が
い
者
雇
用
を
支
援
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
仕
事
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
も
同
じ
よ
う
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
2₈
年
に
施
行
さ

れ
る
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
な

ど
も
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
持
っ
て
施
策
を
打
ち
出

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
促

進
に
つ
い
て
は
、
就
労
訓
練

を
行
う
就
労
移
行
支
援
事
業
所
や
、

就
労
に
係
る
相
談
を
受
け
る
窓
口

で
あ
る
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
や
相

談
窓
口
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と

の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
個
々
の
障
が
い
者

の
特
性
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か

な
就
労
支
援
や
事
業
主
に
対
す
る

情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

糖
尿
病
予
備
軍
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き

鈴
木　

和
宏　

ス
ト
レ
ス
や
塩
分
、
油
の
過

剰
な
摂
取
な
ど
の
生
活
習
慣

の
積
み
重
ね
が
高
血
圧
・
糖
尿
病

と
い
っ
た
病
気
を
発
症
し
、
脳
血

管
疾
患
・
心
疾
患
と
い
っ
た
重
篤

な
病
に
つ
な
が
る
。

　

血
糖
値
が
高
い
方
、
ま
た
は
糖

尿
病
予
備
軍
の
中
に
は
、
健
康
へ

の
意
識
が
低
い
方
も
多
く
、
糖
尿

病
が
進
行
す
る
と
人
工
透
析
や
失

明
、
手
足
の
切
断
等
の
合
併
症
が

現
れ
、
医
療
費
の
増
大
を
招
く
だ

け
で
な
く
、
自
身
の
行
動
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に

は
介
護
費
用
の
増
大
に
も
つ
な
が

る
。

　

本
市
の
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め

に
は
、
健
康
意
識
の
低
い
糖
尿
病

予
備
軍
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
で
は
、
健
康
診
査
の
結
果
、

血
糖
値
が
正
常
よ
り
も
高
い

糖
尿
病
予
備
軍
の
方
に
、
保
健
指

導
の
実
施
や
健
康
教
室
へ
の
参
加

を
促
し
て
い
る
。

　
一
般
質
問
と
は
、
市
政
に
対
す
る
疑
問
点
や
将
来
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
方
を
聞
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
意
見
を
述
べ
、
政
策
論
議
を
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
19
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う
・一
般
質
問

▲　入口まで屋根がない障がい者用駐車場
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健
康
意
識
の
低
い
方
た
ち
へ
の

働
き
か
け
は
大
変
難
し
い
が
、
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
へ
の
取
り
組
み
は

安
藤　

孝
雄　

１
９
９
４
年
、
ユ
ネ
ス
コ
に

よ
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ

教
育
に
関
す
る
世
界
会
議
」
が
ス

ペ
イ
ン
の
サ
ラ
マ
ン
カ
で
開
催
さ

れ
、
教
育
は
障
が
い
児
を
含
む
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な

権
利
で
あ
る
と
認
め
、
教
育
制
度

を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
も
の
と
し
、

子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
を
考
慮
し

て
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
サ
ラ

マ
ン
カ
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
に
つ
い
て
、
学
校
が
理
解
を
深

め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
伺
う
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
、

支
援
教
育
の
理
念
の
下
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
で
き
る

だ
け
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
同
じ

場
で
共
に
学
び
共
に
育
つ
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
校
内
で
支

援
教
育
を
中
心
に
進
め
る
教
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し

た
り
、
指
導
主
事
が
学
校
を
訪
問

し
、
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
助
言
し
た
り
し
て
、
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
教
職
員
の

理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

学
校
に
お
け
る
腐
葉
土
づ
く
り

現
状
と
今
後
の
再
開
は

鈴
木　

敦
子　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響

で
、
片
浦
小
学
校
、
芦
子
小
学
校

の
腐
葉
土
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

中
止
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

腐
葉
土
づ
く
り
は
、
燃
せ
る
ご

み
を
減
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
落
ち

葉
を
ご
み
に
せ
ず
土
の
栄
養
と
し

て
循
環
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
重
要

な
環
境
教
育
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
在
の
学
校
現
場
で
の
現
状
と
今

後
の
再
開
の
考
え
方
を
伺
う
。

原
発
事
故
に
伴
い
、
当
時
腐

葉
土
づ
く
り
を
し
て
い
た
６

校
の
腐
葉
土
の
う
ち
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
暫
定
許
容
値
を
超
す
学
校

が
２
校
あ
っ
た
た
め
、
現
在
、
腐

葉
土
の
生
産
を
自
粛
し
て
お
り
、

鈴木敦子　①小田原市のごみ処理について　②小田原市
　における公共施設、市道工事などの入札方法について
　③男女共同参画社会の実現に向けて
篠原　弘　①芸術文化創造センター整備事業について
　②踏切道の改良について
神戸秀典　①小田原市歴史的風致維持向上計画について
　②無電柱化計画について　③買い物弱者について
鈴木和宏　①本市の放課後児童クラブについて
　②地域包括ケアシステムについて
　③本市における健康寿命の延伸について
大川　裕　①障がい者の雇用について
　②旧社会福祉センターの跡地利用について
　③城山陸上競技場の改修について
楊　隆子　①障がいのある方などに優しい市立病院の施
　設改善について　②本市の認知症対策について
井上昌彦　①南足柄市との合併について
　②芸術文化創造センター整備事業について
川崎雅一　①小田原市がラグビー日本代表チームの合宿
　地となったことについて　②路線バスについて
安藤孝雄　①意見公募手続の実施における成果と課題、
　今後の対応について　②子どもの貧困対策について
　③インクルーシブ教育の推進について
木村正彦　①まちづくりの課題について
奥山孝二郎　①プロダクティブ・エイジングの取り組み
　について　②小田原駅東口・西口広場整備について
　③小児医療費助成について　
　④芸術文化創造センター整備事業について
神永四郎　①介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）
　について　②安全・安心なまちづくり（防犯対策）について
　③市民・観光客が多く利用する公衆トイレについて　
　④市民スポーツの振興と普及について
今村洋一　①モバイル機器を活用した小田原のＰＲにつ
　いて　②本市の土地活用政策について
吉田福治　①芸術文化創造センター整備事業について
　②住宅リフォーム助成制度について
田中利恵子　①芸術文化創造センター整備事業について
　②新たな介護予防・日常生活支援総合事業について
安野裕子　①仕事と子育てとの両立のための支援策の推
　進について　②地域福祉の担い手の育成について
小松久信　①小田原市のごみ焼却施設等について
　②地方自治法第２３４条「契約の締結」等について
大村　学　①小田原市まち・ひと・しごと創生人口ビジ
　ョン及び総合戦略について
　②国指定史跡の保護と活用について
　③芸術文化創造センター整備事業の今後について
鈴木美伸　①芸術文化創造センター整備事業について
　②本市の生ごみの堆肥化について　③本市の農業施策
　について　④本市職員の採用方法等について

一般質問　質問議員・項目一覧
（質問順に掲載）
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落
ち
葉
は
燃
せ
る
ご
み
と
し
て
廃

棄
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
校
に
お
け
る
腐
葉

土
づ
く
り
は
、
ご
み
の
減
量
や
環

境
教
育
を
進
め
る
た
め
に
も
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
開
に
向
け

て
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
最
優

先
に
考
え
た
上
で
、
国
の
基
準
に

準
じ
た
市
と
し
て
の
基
準
を
設
け

る
な
ど
、
学
校
側
と
も
よ
く
協
議

の
上
、
慎
重
に
進
め
た
い
。

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

さ
ら
な
る
拡
充
を

奥
山　

孝
二
郎　

本
市
に
お
け
る
小
児
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、
助
成
対

象
を
義
務
教
育
終
了
ま
で
と
す
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
平
成
25
年

10
月
に
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大

し
て
い
る
こ
と
は
承
知
を
し
て
い

る
。

　

同
制
度
の
助
成
対
象
を
中
学
校

３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
、

家
庭
の
状
況
で
子
ど
も
を
区
別
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
所
得
制
限

の
撤
廃
に
つ
い
て
、
今
こ
そ
決
断

を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

子
育
て
世
帯
に
お
け
る
小
児

医
療
費
助
成
制
度
の
意
義
や

重
要
性
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認

識
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
優
先
的
に

予
算
を
配
分
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

現
在
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算

の
編
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
段
階
で
具
体
的
に
申

し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
子

育
て
の
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
小
児
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

保
育・子
育
て
を
総
合
戦
略
に

位
置
づ
け
る
と
ど
う
変
わ
る

安
野　

裕
子　

国
は
少
子
化
対
策
と
し
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
を
制
定
し
、
保
育
の
受
け
皿
の

充
実
に
よ
り
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
社
会
の
問
題
克
服
の
た
め
、

平
成
26
年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
人
口

の
展
望
を
示
し
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
、
解
決
の
道
筋
を
示
し
た

「
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
、

地
方
自
治
体
に
も
同
様
に
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
求
め
た
。

　

こ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
「
小
田

原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
で
は
、
基
本
目
標
の

一
つ
と
し
て
、
「
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
」
を

掲
げ
て
い
る
が
、
保
育
・
子
育
て

に
係
る
施
策
が
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
今
ま
で
と
ど
う
変
わ
る

の
か
。総

合
戦
略
へ
の
位
置
づ
け
を

前
提
に
、
事
業
内
容
に
よ
っ

て
は
、
地
方
創
生
関
連
の
交
付
金

活
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
し
い
こ
と
に
早
く
取
り
組
め
る

可
能
性
が
高
ま
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
施
策
が
展
開
し
や
す
い

環
境
が
整
う
こ
と
に
な
る
。

お
だ
わ
ら
諏
訪
の
原
公
園

整
備
の
進
捗
状
況
と
課
題
は

木
村　

正
彦　

神
奈
川
県
は
、
県
立
お
だ
わ

ら
諏
訪
の
原
公
園
を
３
工
区

に
分
け
て
整
備
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
当
該
公
園
を
「
ヘ
ル
ス

ケ
ア
パ
ー
ク
」
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

健
康
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
整

備
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
当
該
公
園
整
備
の
進

捗
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

第
１
期
事
業
区
域
で
は
、
計

画
面
積
の
約
９
割
に
当
た
る

15
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
済
み

で
、
未
買
収
地
に
計
画
し
て
い
る

園
路
等
の
整
備
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
２
期
事
業
区
域
で
は
、

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
除
く
計
画

面
積
25
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

て
、
平
成
25
年
度
に
用
地
測
量
が

完
了
し
て
い
る
。

　

こ
の
公
園
に
つ
い
て
は
、
基
本

構
想
策
定
後
、
18
年
が
経
過
し
て

お
り
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
「
ヘ
ル
ス

ケ
ア
パ
ー
ク
」
と
い
っ
た
新
た
な

概
念
を
加
え
た
計
画
づ
く
り
が
課

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
当
該
公
園
整
備
は
、

近
年
の
予
算
規
模
を
勘
案
す
る
と
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
神
奈
川
県

か
ら
聞
い
て
い
る
。

▲　芝生の広がるおだわら諏訪の原公園
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富
水
１
号
踏
切
の
問
題
点

と
課
題
は

篠
原　
　

弘　

富
水
１
号
踏
切
の
狭
あ
い
に

よ
る
交
通
混
雑
は
、
鉄
道
事

業
者
と
地
域
住
民
の
両
者
に
と
っ

て
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
。

　

構
造
上
の
問
題
点
と
交
通
実
態

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
近
隣
自
治
会
か
ら
ど
の

よ
う
な
要
望
が
あ
り
、
小
田
急
電

鉄
株
式
会
社
と
の
協
議
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
進
展
が
あ
る
の
か
。

　

さ
ら
に
、
踏
切
の
改
良
に
は
、

膨
大
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
が
、
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
の
対
象
に
な
る
か

伺
う
。平

成
26
年
４
月
の
交
通
量
調

査
で
は
、
午
前
７
時
か
ら
８

時
の
１
時
間
あ
た
り
の
歩
行
者
は

３
９
４
人
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
駅
利
用
者
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
近
隣
自
治
会
か
ら
拡
幅

の
早
期
実
現
の
要
望
が
あ
り
、
平

成
26
年
４
月
に
は
１
６
３
６
名
の

署
名
が
な
さ
れ
、
小
田
急
電
鉄
株

式
会
社
と
は
拡
幅
整
備
に
向
け
、

事
業
費
や
事
業
期
間
な
ど
の
具
体

的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
箱
根

鉄
道
大
雄
山
線
井
細
田
踏
切
改
良

事
業
が
対
象
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
交
付
金

が
活
用
で
き
る

よ
う
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

モ
バ
イ
ル
機
器
を
活
用
し

本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

今
村　

洋
一　

「
モ
バ
イ
ル
」
と
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
環
境
を
移
動
中
の

機
器
で
利
用
で
き
る
状
況
を
意
味

す
る
が
、
モ
バ
イ
ル
機
器
を
活
用

し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
今
ま

で
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か

伺
う
。

　

ま
た
、
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容

を
検
討
し
た
の
か
伺
う
。

近
年
の
モ
バ
イ
ル
端
末
の
普

及
状
況
を
考
え
る
と
、
今
後

は
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
情
報
提
供

の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
６
月
に

誰
で
も
利
用
可
能
な
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

︲
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
を
小
田
原
駅
お

よ
び
二
の
丸
観
光
案
内
所
に
設
置

す
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
３
月

か
ら
城
址
公
園
周
辺
で
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
対
応

の
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
策
定
中
の
（
仮
称
）
小

田
原
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
、

モ
バ
イ
ル
端
末
を
活
用
し
た
観
光

Ｐ
Ｒ
事
業
も
位
置
づ
け
、
小
田
原

を
訪
れ
た
観
光
客
に
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
に
係
る
今
後
の
対
応
は

鈴
木　

美
伸　

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針

と
し
て
４
つ
の
選
択
肢
が
示
さ
れ

た
。

　

そ
の
中
か
ら
「
事
業
提
案
」
と

し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
、
開
催

さ
れ
た
市
民
説
明
会
で
は
、
事
業

提
案
と
し
た
理
由
に
「
設
計
料
を

含
め
て
予
算
内
で
整
備
す
る
こ
と

で
、
財
政
的
な
負
担
を
一
番
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
市

長
は
説
明
し
て
い
る
が
、
公
共
建

築
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
と
財
政
的

な
負
担
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

公
共
建
築
に
お
け
る
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
創
造
性
が

豊
か
で
あ
る
と
と
も
に
高
い
品
質

を
持
ち
、
な
お
か
つ
市
民
に
愛
さ

れ
、
市
民
が
誇
れ
る
も
の
が
望
ま

れ
る
。

　

一
方
で
、
建
設
費
や
維
持
補
修

費
な
ど
短
期
的
・
長
期
的
な
財
政

負
担
に
も
十
分
に
意
を
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

端
的
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

納
得
し
得
る
合
理
的
な
予
算
の
範

囲
内
で
、
最
も
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
入
札

不
調
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

田
中　

利
恵
子　

平
成
2₇
年
７
月
に
行
わ
れ
た

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
の
入
札
は
不
調
に
終
わ
っ

た
が
、
今
後
の
た
め
に
も
入
札
不

調
の
原
因
を
十
分
知
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
そ
の
原
因
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
通
じ
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
を
採
用
し
て
き
た
の
は

な
ぜ
か
伺
う
。

入
札
不
調
の
原
因
は
、
最
近

の
資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰

が
、
本
市
の
見
込
み
を
大
き
く
上

事
業
が
対
象
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
交
付
金

が
活
用
で
き
る

行
っ
て
い
る
。

伺
う
。

　

ま
た
、
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

を
検
討
し
た
の
か
伺
う
。

▲　城址公園周辺で開始された案内サービス
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回
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
の

民
間
事
業
者
へ
の
調
査
に
お
い
て

は
、
入
札
不
調
の
原
因
の
一
つ
が
、

実
施
設
計
の
デ
ザ
イ
ン
に
あ
る
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

次
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

と
し
た
構
造
計
画
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
や
設
計
者
選
定
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
時
点
で
は
、

構
造
を
特
定
し
て
は
お
ら
ず
、
そ

の
後
の
基
本
設
計
に
お
い
て
、
構

造
を
耐
震
性
、
遮
音
性
、
耐
熱
性

を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と

し
た
。

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

方
針 

市
民・議
会・設
計
者
で
検
討
を

吉
田　

福
治　

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
の
入
札
不
調
を
受
け
、

今
後
は
、
事
業
提
案
に
よ
り
進
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
分
割
工
事
提

案
と
事
業
提
案
に
つ
い
て
、
市

民
・
議
会
・
現
設
計
者
等
で
、
再

度
検
討
す
べ
き
で
は
。

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

入
札
後
に
実
施
し
た
設
計
者

と
の
度
重
な
る
面
談
や
専
門
家
と

の
意
見
交
換
、
さ
ら
に
は
市
民
や

民
間
事
業
者
か
ら
の
意
見
、
そ
し

て
、
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

熟
慮
を
重
ね
て
導
き
出
し
た
。

　

こ
の
今
後
の
方
針
は
、
入
札
金

額
が
予
定
価
格
を
20
億
円
以
上
も

超
過
す
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
局

面
の
中
で
、
考
え
得
る
選
択
肢
と

判
断
材
料
を
踏
ま
え
た
上
で
、
市

政
全
体
に
お
け
る
事
業
推
進
と
財

政
運
営
の
最
適
化
と
い
う
観
点
か

ら
最
も
合
理
的
な
選
択
を
し
た
も

の
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
最
善
の
判
断
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
、
事
業
提
案
で
整
備
を
進

め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
い
た
だ

く
機
会
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
改

め
て
検
討
す
る
考
え
は
な
い
。

青
色
回
転
灯
を
公
用
車
に

装
備
し
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

神
永　

四
郎　

地
域
の
防
犯
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
市
民
・
関
係
団
体
の

方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を

し
て
お
り
、
毎
日
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
財
政
的
理
由
か
ら
活
動

を
断
念
さ
れ
る
事
例
や
、
パ
ト
ロ

ー
ル
区
域
制
限
の
た
め
、
市
内
全

域
を
巡
回
で
き
な
い
と
い
っ
た
声

も
伺
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
が
所
有
す
る
公
用

車
に
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
、
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
や
市
職
員
の
防
犯

意
識
が
高
ま
り
、
犯
罪
抑
止
に
期

待
で
き
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

青
色
回
転
灯
装
備
車
（
通
称

「
青
パ
ト
」
）
を
用
い
て
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
や

犯
罪
抑
止
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

　

小
田
原
市
内
で
は
、
７
つ
の
民

間
の
防
犯
団
体
が
計
46
台
、
市
が

１
台
の
青
パ
ト
を
所
有
し
て
お
り
、

各
地
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
公
用
車
を
活
用

し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拡
充
も

含
め
、
市
民
の
防
犯
意
識
や
犯
罪

抑
止
効
果
を
高
め
る
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

南
足
柄
市
と
の
中
心
市

強
化
策
の
検
討
内
容
は

井
上　

昌
彦　

タ
ウ
ン
誌
の
足
柄
版
で
は
、

南
足
柄
市
は
、
合
併
や
新
た

な
自
治
制
度
を
念
頭
に
置
い
た
小

田
原
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
た
。
南
足
柄
市
は
、
小
田

原
市
と
と
も
に
県
西
部
の
中
心
市

と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
自

負
は
あ
る
が
、
急
速
な
人
口
減
少

と
税
収
減
に
よ
る
財
政
硬
直
化
の

打
開
と
の
両
立
が
市
政
の
命
題
と

も
い
え
、
平
成
26
年
度
に
は
両
市

の
事
務
方
が
複
数
回
に
わ
た
り
勉

強
会
を
開
い
た
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
勉
強
会
の
内
容
、

参
加
者
を
伺
う
。

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
南

足
柄
市
と
の
共
同
研
究
は
、

県
西
地
域
に
お
け
る
安
定
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
に

向
け
て
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
中

心
市
の
強
化
策
に
つ
い
て
両
市
の

担
当
課
が
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。 　

研
究
の
結
果
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
県
西
地
域

が
直
面
す
る
厳
し
い
課
題
を
克
服

す
る
た
め
に
は
、
両
市
の
合
併
に

よ
り
中
心
市
の
行
財
政
基
盤
の
強

化
を
図
っ
た
上
で
、
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
結
論
が
示
さ
れ
、
両

市
の
市
長
お
よ
び
副
市
長
が
報
告

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

川
東
北
部
地
域
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
べ
き

川
崎　

雅
一　

川
東
北
部
地
域
は
、
最
寄
り

の
鉄
道
駅
が
遠
く
、
交
通
の

便
が
悪
い
た
め
路
線
バ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
全
国
各
自
治
体
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
既
存
の
バ
ス
路

線
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
を
補
助

す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
導
入

事
例
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
対
策
が
あ

る
が
、
本
市
の
方
向
性
を
伺
う
。

路
線
バ
ス
の
確
保
に
つ
い
て

は
「
小
田
原
市
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
」
に
お
い
て
、

川
東
北
部
地
域
に
限
ら
ず
、
計
画

区
域
を
本
市
全
域
と
し
て
お
り
、

▲　防犯パトロールのため市内を走行している青色回転灯装備車
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地
域
住
民
・
バ
ス
事
業
者
・
行
政

が
協
働
で
地
域
の
交
通
課
題
や
需

要
を
把
握
し
た
上
で
、
既
存
の
路

線
バ
ス
の
再
編
等
に
よ
り
課
題
の

解
決
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
路
線
バ
ス
の
再

編
等
に
よ
る
課
題
の
解
決
が
困
難

な
場
合
、
次
の
段
階
と
し
て
、
必

要
に
応
じ
受
益
者
負
担
も
勘
案
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン

ド
交
通
等
の
新
た
な
公
共
交
通
の

導
入
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

小
田
原
市
ご
み
焼
却
施
設

大
規
模
整
備
の
予
定
は

小
松　

久
信　

小
田
原
市
の
ご
み
焼
却
施
設

等
の
大
規
模
整
備
等
は
い
つ

頃
行
う
予
定
な
の
か
伺
う
。

ご
み
焼
却
施
設
の
老
朽
化
は
、

日
々
進
行
し
て
お
り
早
期
の

改
修
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ
と

は
認
識
を
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
精
密

機
能
検
査
に
お
い
て
は
、
バ
グ
フ

ィ
ル
タ
ー
等
の
ケ
ー
シ
ン
グ
の
腐

食
、
老
朽
化
に
よ
る
処
理
機
能
の

低
下
や
、
軽
微
な
補
修
で
は
対
応

で
き
な
い
修
繕
が
必
要
に
な
る
可

能
性
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
耐
用
年
数
を
大
幅
に
超

過
し
た
機
器
が
多
く
、
交
換
部
品

の
製
造
中
止
等
に
よ
り
故
障
対
応

が
難
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
、
長

期
的
な
施
設
の
稼
働
停
止
に
結
び

つ
く
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

整
備
着
手
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
事
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、

整
備
に
必
要
な
建
築
資
材
や
人
件

費
の
高
騰
な
ど
の
社
会
経
済
情
勢

な
ど
も
踏
ま
え
て
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
適
な
時

期
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
現
在
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
田
原
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

民
間
と
行
政
の
役
割
は神

戸　

秀
典　

小
田
原
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
を
推
進
し
て
い
く

上
で
、
民
間
と
行
政
の
役
割
は
ど

の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む

べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

本
計
画
は
「
歴
史
的
風
致
の

核
と
な
る
建
造
物
の
保
存
・

活
用
の
推
進
」
、
「
歴
史
的
風
致

の
残
る
ま
ち
な
み
の
環
境
整
備
の

推
進
」
お
よ
び
「
歴
史
・
伝
統
を

反
映
し
た
人
々
の
活
動
に
対
す
る

支
援
」
の
３
つ
を
基
本
方
針
に
掲

げ
て
い
る
。

　

行
政
と
し
て
は
、
総
合
的
な
調

査
や
方
策
の
検
討
、
市
民
等
へ
の

啓
発
を
は
じ
め
、
必
要
な
整
備
な

ど
を
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
と
し
て
は
、
歴
史

的
な
建
造
物
の
保
護
措
置
や
活
用

を
行
う
と
と
も
に
、
人
々
の
活
動

の
伝
承
・
継
承
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
な
ど
を
主
体
的
な
役
割
と

し
、
そ
の
支
援
を
行
政
が
担
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
計
画
の

推
進
に
は
、
行
政
と
民
間
が
意
識

を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

国
指
定
史
跡
の
保
護
と
活
用

石
垣
山一
夜
城
の
復
元
は

大
村　
　

学　

石
垣
山
一
夜
城
の
天
守
な
ど
、

建
物
の
復
元
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
復
元
が
実
現
で
き
な
い
、

あ
る
い
は
実
現
が
難
し
い
理
由
を

伺
う
。国

指
定
史
跡
石
垣
山
に
つ
い

て
は
、
豊
臣
秀
吉
が
動
員
し

た
石
垣
施
工
の
技
術
者
集
団
で
あ

る
穴あ

の
う
し
ゅ
う

太
衆
が
積
ん
だ
と
い
わ
れ
る

野の
づ
ら
づ
み

面
積
の
石
垣
が
、
４
０
０
年
余

の
時
を
経
て
見
事
に
残
っ
て
お
り
、

学
術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
石
垣
の
保
存
・

保
護
と
、
市
民
や
来
訪
者
の
皆
さ

ん
に
、
そ
の
石
垣
を
い
か
に
見
せ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、

こ
れ
ま
で
整
備
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
現
在
は
、
石
垣
の
保
全
対
策

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

天
守
等
の
復
元
に
つ
い
て
は
、

国
指
定
史
跡
に
お
け
る
中
近
世
の

建
物
等
の
復
元
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
資
料
に
基
づ
く
忠
実
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
石
垣
山
一
夜
城
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
資
料
が
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
た
め
、
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

▲　老朽化が進んでいるごみ焼却施設（環境事業センター）



　昨年11月14日（川東タウンセンターマロニ
エ）、翌15日（ハルネ小田原）で第３回議会報告
会を開催いたしました。
　今回は、｢９月定例会の審議結果｣および「小田
原駅前周辺の機能配置について」の報告を行った
ほか、議会運営および市政に関する意見交換を行
い、両日合わせて122名以上の方にご参加いただ
きました。ありがとうございました。
　皆さまからいただきました議会に対するご意
見・ご要望については、今後の議会活動に生かし
てまいります。

議会報告会を開催しました。

会場：ハルネ小田原　ハルネ広場

▲ＬＥＤ照明で栽培されているベビーリーフを視察

議会報告会の結果については、市役所４階行政情報センターやホームページでご覧いただけます。

一般質問の日程を
４日間→５日間へ変更

　今まで4日間で行われていた一般質問の日
程を、12月定例会以降は5日間で行うことと
しました。

　本市議会では、市政に関する諸課題について研究し、市政
の進展に役立てていくことを目的とした、市政研究会を全議
員で組織しています。
　今年度は11月９日に、三菱化学ハイテクニカ株式会社　小
田原テクノセンターを視察しました。同センター内の、ＬＥ
Ｄ照明による完全人工光型の植物工場では、天候や季節に左
右されることなく安定的に植物を栽培・収穫することが可能
となっています。現在、風味や栄養成分の異なるベビーリー
フ数十種類が試験栽培されており、大手食品流通企業にも採
用が広がっているとのことです。最先端の技術に触れるとい
う貴重な体験をすることができました。

平成25年度、平成26年度に各議員に交付された政務活動費
につきましては、１年間の収入・支出を項目ごとにまとめ
た収支報告書の一覧をホームページで公開しております。

政務活動費収支報告書の公開
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☆次号の議会だより（平成２８年５月１日発行予定）は、３月定例会の概要です。
“資源を大切に”この市議会だよりは再生紙を使用しています。
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